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年
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律
第
百
三
十
一
号
）

（
抄
）

第
二
百
九
十
二
条
の
二

裁
判
所
は
、
被
害
者
又
は
そ
の
法
定

代
理
人
（
被
害
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
配

偶
者
、
直
系
の
親
族
又
は
兄
弟
姉
妹
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
被
害
者
等
」
と
い
う

）
か
ら
、
被
害
に
関
す
る
心
情

。

そ
の
他
の
被
告
事
件
に
関
す
る
意
見
の
陳
述
の
申
出
が
あ
る

と
き
は
、
公
判
期
日
に
お
い
て
、
そ
の
意
見
を
陳
述
さ
せ
る

も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
陳
述
の
申
出
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
検
察
官
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
検
察
官
は
、
意
見
を
付
し
て
、
こ
れ
を
裁
判
所
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。

３

裁
判
長
又
は
陪
席
の
裁
判
官
は
、
被
害
者
等
が
意
見
を
陳

述
し
た
後
、
そ
の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
、
当
該
被
害
者

等
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

訴
訟
関
係
人
は
、
被
害
者
等
が
意
見
を
陳
述
し
た
後
、
そ

の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
、
裁
判
長
に
告
げ
て
、
当
該
被

害
者
等
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

裁
判
長
は
、
被
害
者
等
の
意
見
の
陳
述
又
は
訴
訟
関
係
人

の
被
害
者
等
に
対
す
る
質
問
が
既
に
し
た
陳
述
若
し
く
は
質

問
と
重
複
す
る
と
き
、
又
は
事
件
に
関
係
の
な
い
事
項
に
わ

た
る
と
き
そ
の
他
相
当
で
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
制
限
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

６

第
百
五
十
七
条
の
二
、
第
百
五
十
七
条
の
三
及
び
第
百
五

十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
意

見
の
陳
述
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

裁
判
所
は
、
審
理
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

相
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
意
見
の
陳
述
に
代
え
意
見

を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
さ
せ
、
又
は
意
見
の
陳
述
を
さ
せ

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

８

前
項
の
規
定
に
よ
り
書
面
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁

判
長
は
、
公
判
期
日
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
長
は
、
相

当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
書
面
を
朗
読
し
、
又
は
そ
の
要

旨
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

９

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
陳
述
又
は
第
七
項
の
規
定
に
よ
る

書
面
は
、
犯
罪
事
実
の
認
定
の
た
め
の
証
拠
と
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
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